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丁寧に確認しているつもりが
プレゼンの邪魔に？

文 ルース・マリー・ジャーマン
text by   Ruth Marie Jarman

真剣にプレゼンをしている外国人が書類を配ると、
日本人の参加者はシビアな目で資料を眺め、時にはペ
ンでその場でチェックを入れたりします。また、聞い
ている間も書類をパラパラとめくって、プレゼンター
のペースや内容にそこまで集中してないように見えま
す。長らく観察を続けてやっと分かったのですが、日
本人の参加者は「問題点を探す」スタンスが基本なの
です。数字のケアレスミスがあるか、目指すべき方向
性に大きなズレがないか、結果の見込みがしっかりあ
るかどうかなど、書類の内容を真剣に見ています。外
国人が作った書籍だと英語があったり、日本語のとこ
ろで誤字が目立ったりすることもありますね。また、
書籍のレイアウトがちょっと雑だったりするとプレゼ
ンそのものの出来に結び付けて考えるのが日本人のス

タイルのようです。
日本人がプレゼンをしている時の外国人のリアク
ションを今度ぜひチェックしてみてください。書類を
見るよりも頭を上げ、「ふむふむ」とうなずいたり、
「Oh！」とリアクションをしたり、プレゼンターを
盛り上げようとしているかのようです。この、オープ
ンな雰囲気をつくることでリアルなコミュニケーショ
ンができると思うのがアメリカンスタイルです。
日本の場合ですと最初から問題点を探してあげて、
何かを見つけることで制度のアップにつながり、プレ
ゼンターのためになると思っています。最初から問題
提起をすることで課題を絞り、結論が早く出ると考え
るのです。日本人のプレゼンターでしたら、他の日本
人からの突っ込みや厳しい助言はとてもありがたく感

じるだろうし、チームで考えていること、一緒に取り
組んでくれていることが伝わり、安心します。外国人
のプレゼンターですと、最初から問題点を探され指摘
されると、攻撃されているような気持ちになり、プレ
ゼン内容を見てくれない、否定されている、といった
感覚になり落ち込んでしまいます。
このようなアプローチの違いから大きな誤解やミス
コミュニケーションが生まれるのです。日本でいう「問
題点」は英語の直訳・Problems ではありません。外
国側からしてみれば、書類中の誤字やレイアウトのズ

レはあまり問題視されず、どちらかというと日本側が
考える問題点について外国側は「Challenge」とし
て取り扱い、会議ではおおむねの方向性とアイディア
に集中します。外国企業は問題点を課題と捉え、取り
組むチャレンジとしています。
この「問題点」と「チャレンジ」で表しているよう
なアプローチの違いを意識し、たとえ溜池山王で会議
を行っても、「ため息」のないスムーズな「息が合う」
ミーティングにしていきましょう！

MAGICAL RESPONSE

米国生まれ。ボストンのタフツ大学卒業後 1988 年にリクルートに入社。2012 年にジャーマン・インター
ナショナルを設立。外国人顧客を求める日本企業や自治体のプロモーション戦略やグローバル化対策コン
サルティングを行う。日テレ「世界一受けたい授業」をはじめとするテレビやラジオ出演など各方面で活躍中。
著書に『日本人がいつまでも誇りにしたい39のこと』（あさ出版）など。

『「1, 2, 3 ツーリズム法則」の
接客英語』
ルース・マリー・ジャーマン
発売元：Ｊリサーチ出版
定価：1,540 円（税込）


